
こ
の
著
書
の
中
で
最
も
興
味
を
持
っ
た
の
は
カ
ラ
ー
写
真
で
挿
入
さ
れ
て

い
る
、
二
代
目
杏
庵
の
残
し
た
、
『
家
伝
眼
科
秘
録
』
と
、
三
代
目
杏
春
の

『
泰
西
眼
科
全
書
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
家
伝
眼
科
秘
録
』
は
柚
木
流
秘
伝

耆
で
あ
り
、
写
本
の
写
真
を
見
た
か
ぎ
り
で
は
、
京
大
図
書
富
士
川
本
と
し

て
所
蔵
さ
れ
る
『
柚
木
流
眼
療
秘
伝
』
と
、
お
そ
ら
く
同
じ
で
あ
ろ
う
と
推

察
す
る
。
残
念
な
が
ら
文
中
に
柚
木
太
淳
に
学
ぶ
と
、
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

柚
木
太
淳
は
一
七
六
二
’
一
八
○
三
没
で
あ
る
辨
か
ら
、
二
代
目
杏
庵
が
誕

生
す
る
ま
で
に
死
去
し
て
お
り
、
柚
木
流
を
直
接
学
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
．
お
そ
ら
く
考
証
の
ち
ょ
っ
と
し
た
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

次
に
『
泰
西
眼
科
全
集
』
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
写
本
は
、
宇
田
川

榛
斎
（
玄
真
）
が
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
秋
か
ら
同
十
一
年
夏
ま
で
約
一

年
を
費
や
し
て
翻
訳
さ
れ
た
と
、
さ
れ
る
が
未
刊
で
あ
り
、
本
文
五
冊
、
付

録
一
冊
の
計
六
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
当
時
眼
科
を
志
し
て
、
杉
田
玄
白
や
、

玄
沢
と
交
渉
を
狩
っ
た
、
人
物
が
お
そ
ら
く
玄
真
の
訳
書
を
書
写
し
、
利
用

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
三
代
佃
杏
春
が
江
戸
で
買
い
求
め
た
と
考
え
れ
ば
、

翻
訳
さ
れ
て
か
ら
二
五
年
後
に
賭
入
さ
れ
た
郡
と
な
る
。

あ
る
い
は
、
二
代
目
杏
庵
が
写
本
を
し
た
と
す
れ
ば
杏
一
郎
先
生
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
『
泰
西
眼
科
全
書
』
と
現
在
、
研
医
会
図
書
館
（
静
嘉
堂
文
庫
）

に
有
す
る
『
泰
西
眼
病
方
序
説
付
余
録
』
（
表
紙
初
め
を
見
れ
ば
全
く
同
文

で
あ
る
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
と
も
比
較
検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。
最
後
に
三
代
目
か
ら
四
代
目
の
間
に
約
十
六
年
間
の
診
療
所
開
設
空

白
が
あ
り
、
普
通
な
ら
ば
貴
重
な
古
医
書
や
医
療
器
具
は
逸
散
す
る
事
が
多

い
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
三
代
目
杏
春
を
亡
く
し
た
二
十
五
歳
の
若
妻
な
み
と
、

親
族
の
献
身
的
な
努
力
、
さ
ら
に
女
手
に
よ
る
「
洲
気
散
」
な
る
売
薬
製
造

本
書
は
い
う
ま
で
も
な
く
宋
慈
著
『
洗
冤
集
録
』
（
一
二
四
七
）
と
そ
の

解
説
補
遺
版
に
当
る
許
漣
著
『
洗
冤
録
詳
義
』
の
完
訳
本
で
あ
る
。
監
修
者

で
本
会
々
員
で
あ
ら
れ
る
石
山
先
生
御
自
身
に
解
説
い
た
だ
く
の
が
一
番
で

あ
ろ
う
が
、
不
肖
私
が
お
引
受
け
し
た
。

本
諜
出
版
の
経
緯
を
ま
ず
記
し
て
お
こ
う
。
現
在
石
山
教
授
が
主
宰
さ
れ

販
売
に
よ
り
逸
散
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
今
日
ま
で
、
隆
盛
を
き
わ
め
て

来
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
の
現
在
地
へ
の
診
療
所

移
転
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
だ
け
数
多
く
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、

編
著
者
野
中
杏
一
郎
先
生
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。
私
事
に
至
る
が
私
の
家
系
も
天
保
年
間
よ
り
医
家
と
し
て
継
続
し

て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
二
○
○
冊
も
の
眼
科
古
医
書
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
。
杏
一
郎
先
生
と
は
文
通
に
よ
り
御
指
導
を
得
て
い
る
一
人
で
は
あ
る

が
、
愚
生
も
眼
科
器
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
者
で
あ
り
、
大
い
に
啓

発
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。

貴
重
な
非
売
品
の
こ
の
御
著
書
を
寄
贈
し
て
頂
き
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共

に
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
、
大
切
に
保
管
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
奥
沢
康
正
）

〔
郷
土
出
版
社
（
松
本
市
）
、
一
九
八
九
年
六
月
、
Ａ
４
判
、

一
九
八
頁
、
非
売
品
〕

石
山
呈
夫
・
張
維
東
・
吃
文
喜
訳
『
洗
冤
集
録
・
洗
冤
録
詳
義
」
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る
東
大
法
医
学
教
室
は
、
片
山
国
嘉
が
独
澳
留
学
よ
り
帰
朝
し
て
初
代
教
授

に
就
任
し
た
の
が
一
八
八
八
（
明
治
一
二
）
年
で
、
講
義
を
始
め
‘
た
の
が
翌

年
一
月
で
あ
る
か
ら
、
一
九
八
八
年
が
創
立
百
年
に
当
る
（
石
山
氏
は
一
九

八
九
年
を
採
る
）
。
氏
に
よ
れ
ば
、
解
剖
鑑
定
実
務
に
忙
殺
さ
れ
、
教
室
百

年
史
の
編
集
ま
で
は
手
が
廻
ら
な
い
。
そ
こ
で
一
計
を
案
じ
た
。
東
大
法
医

学
百
年
と
い
え
ば
、
即
ち
日
本
の
法
医
学
百
年
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
開
講
以

前
の
法
医
鑑
定
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。

当
時
は
後
述
『
無
冤
録
述
』
に
基
い
て
検
死
が
な
さ
れ
て
い
・
た
と
い
う
か
ら
、

そ
の
原
典
（
中
国
法
医
学
の
原
点
）
で
あ
る
『
洗
莵
集
録
』
お
よ
び
同
注
釈

書
の
訳
出
を
試
み
た
。
幸
い
氏
の
教
室
に
は
渚
陽
出
身
の
張
維
東
氏
か
留
学

し
て
い
る
の
で
、
彼
の
口
述
訳
を
基
に
し
て
、
さ
ら
に
遼
寧
省
刑
事
科
学
技

術
研
究
所
長
和
中
年
氏
を
監
修
者
に
加
え
上
梓
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う
（
本

書
序
文
お
よ
び
日
医
事
新
報
三
四
五
七
号
に
よ
る
）
。

わ
が
国
の
肌
治
以
前
な
い
し
肌
治
初
期
に
お
け
る
検
死
鑑
定
は
『
無
冤

録
』
（
一
三
○
八
）
系
統
本
に
よ
り
な
さ
れ
、
と
り
わ
け
『
新
註
無
冤
録
』

の
河
合
甚
兵
術
翻
訳
『
無
冤
録
述
』
の
明
和
五
年
版
、
嘉
永
七
年
版
は
よ
く

知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
と
、
最
古
の
『
洗
冤
集
録
』
お
よ
び

（
少
し
降
っ
て
）
「
平
冤
録
』
と
な
る
（
後
者
は
す
で
に
二
階
堂
一
種
氏
監
訳

で
犯
罪
学
雑
誌
四
～
五
巻
に
掲
載
さ
れ
た
）
。
そ
し
て
一
番
詳
し
く
集
大
成

さ
れ
た
の
が
『
洗
冤
録
詳
義
』
（
一
七
、
八
世
紀
）
と
な
る
。
か
よ
う
に
、

片
山
が
範
と
し
た
西
欧
法
医
学
で
は
な
く
、
士
戦
と
し
て
あ
っ
た
わ
が
国
法

医
学
の
規
範
で
あ
る
「
洗
冤
録
」
本
に
着
目
さ
れ
、
し
か
も
本
家
の
中
国
法

医
学
者
と
の
共
同
研
究
の
形
で
、
法
医
学
百
年
記
念
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
極

め
て
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
時
宜
に
適
う
も
の
で
あ
る
。

『
無
冤
録
述
』
は
何
度
か
翻
刻
さ
れ
、
和
訳
も
あ
る
（
尾
佐
竹
猛
一
九
三

○
）
・
『
平
冤
録
』
は
前
述
の
通
り
（
二
階
堂
一
九
三
一
）
。
し
か
し
「
洗
冤

録
」
本
は
我
食
に
は
仲
々
閲
覧
し
え
ず
、
ま
し
て
和
訳
書
が
な
か
っ
た
か

ら
、
今
回
の
平
明
な
訳
出
本
は
誠
に
有
難
い
日
本
の
法
医
学
界
へ
の
贈
物
で

あ
る
。
因
み
に
、
こ
れ
ら
三
系
統
本
の
関
連
な
い
し
書
誌
事
項
は
精
細
に
調

査
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
山
崎
佐
『
明
治
前
裁
判
医
学
史
』
一
九
五
七
、
三

木
栄
『
朝
鮮
医
学
史
及
疾
病
史
』
一
九
六
二
が
あ
り
、
と
く
に
三
木
先
生
は

こ
れ
ら
諸
普
の
「
成
立
系
統
図
」
を
添
え
ら
れ
我
々
の
理
解
を
容
易
に
し
て

下
さ
っ
た
。
及
ば
ず
な
、
か
ら
こ
れ
ら
関
連
参
考
文
献
リ
ス
ト
を
前
に
つ
く

っ
た
（
『
日
本
法
医
学
会
総
会
訓
回
の
歩
み
』
一
九
六
八
）
。
ま
た
こ
れ
ら
刊

本
写
本
は
京
都
大
学
「
富
士
川
文
庫
」
、
順
天
堂
大
学
「
山
崎
文
庫
」
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
書
の
内
容
で
あ
る
が
諸
賢
に
一
々
改
め
て
紹
介
を
要
し
ま
い
。

そ
も
そ
も
「
洗
冤
」
と
は
〃
比
衆
の
冤
を
洗
う
″
こ
と
で
あ
り
、
検
官
が
該

普
を
就
翠
事
件
を
見
究
め
れ
ば
、
ず
と
真
実
を
決
定
し
え
る
よ
う
細
ま
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
、
片
山
が
Ⅱ
指
し
た
今
日
の
法
医
学
の
定
義
（
Ⅱ

的
）
ひ
い
て
は
裁
判
の
精
神
（
根
本
）
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
く

に
有
名
な
も
の
は
「
検
滴
骨
親
法
」
で
、
即
ち
、
甲
は
父
ま
た
は
母
で
す
で

に
死
亡
し
骸
骨
と
化
し
て
い
る
。
乙
と
い
う
人
が
現
れ
、
そ
の
息
子
ま
た
は

娘
だ
と
主
張
す
る
。
如
何
に
し
て
こ
れ
を
検
験
で
き
る
か
？
乙
の
身
体
に

針
を
刺
し
て
一
、
二
滴
の
血
を
採
り
、
こ
れ
を
骨
の
上
に
滴
下
す
る
。
親
子

関
係
が
あ
れ
ば
血
液
は
骨
の
中
に
参
込
み
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
惨
込
ま
な
い
。

た
だ
し
理
巾
は
書
い
て
い
な
い
。
い
わ
ゆ
る
経
験
則
な
の
で
あ
ろ
う
。
か
よ

う
に
理
肌
抜
き
で
読
め
ば
読
物
と
し
て
も
爪
白
く
、
中
国
人
の
科
恵
を
学
ぶ

(185）657



わ
が
国
に
お
け
る
軍
隊
衛
生
部
の
揺
篭
は
、
明
治
元
年
五
月
二
十
三
日
の

軍
務
官
病
院
掛
の
設
置
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
組
織
的
に
整
備
さ
れ
た
の
は

こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
所
で
男
が
嫌
で
殺
さ
れ
た
。
衣
服
所
持
師
は
臨
ま
れ
て
い
な
い
。
検

官
は
怨
恨
と
ゑ
て
男
の
妻
を
呼
び
、
彼
に
敵
は
い
な
か
っ
た
か
と
質
し
た
。

甲
と
い
う
男
が
以
前
借
金
に
き
た
が
夫
は
断
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
検
官
は

役
人
を
駆
出
し
、
付
近
の
住
人
に
自
分
の
家
の
鎌
を
持
っ
て
く
る
よ
う
、
も

し
鎌
を
隠
す
よ
う
な
者
が
お
れ
ば
犯
人
と
采
な
す
と
告
げ
た
。
や
が
て
七
、

八
十
本
の
嫌
が
持
込
ま
れ
た
。
検
官
は
こ
れ
ら
を
地
面
に
並
べ
た
。
気
候
が

暑
か
っ
た
の
で
蝿
が
飛
廻
り
、
あ
る
一
本
の
嫌
に
集
っ
た
。
こ
れ
は
誰
の
も

の
か
と
質
し
た
ら
、
前
に
借
金
を
乞
う
た
叩
の
も
の
で
あ
っ
た
。
検
官
は
、

汝
の
嫌
に
は
微
量
の
血
液
が
着
い
て
い
る
か
ら
蝿
が
集
っ
た
。
汝
が
殺
し
た

証
拠
だ
と
迫
っ
て
自
白
さ
せ
た
、
竿
々
。
大
岡
裁
き
の
原
形
を
み
る
。

最
後
に
一
つ
だ
け
注
文
す
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
貴
重
書
の
訳
出
公
刊
で
あ

る
。
せ
め
て
『
洗
冤
集
録
』
だ
け
で
も
原
文
を
併
載
い
た
だ
け
た
ら
資
料
価

値
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
と
惜
し
ま
れ
る
。

‐
（
小
関
恒
雄
）

〔
群
衆
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
○
年
、
Ｂ
５
判
、
三
五
四
頁
、

本
国
定
価
八
○
・
○
○
円
〕

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
修
親
会
編

『
陸
軍
衛
生
制
度
史
〔
昭
和
編
〕
《
一

川
治
四
年
七
月
五
日
、
兵
部
省
内
に
段
け
ら
れ
た
軍
医
寮
で
あ
る
。
翌
五
年

二
月
二
十
七
日
、
兵
部
省
は
廃
さ
れ
て
陸
・
海
軍
二
省
が
お
か
れ
、
軍
医
も

陸
海
に
分
か
れ
た
の
で
、
こ
の
日
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
で
解
体
さ

れ
る
ま
で
の
八
○
年
に
近
い
歴
史
を
も
つ
陸
軍
衛
生
部
が
発
足
し
た
と
い
え

Ｐ
｛
ン
【
ノ
○

本
書
は
こ
の
八
○
年
の
歴
史
の
う
ち
、
昭
和
初
年
か
ら
昭
和
二
十
年
の
敗

戦
に
至
る
ま
で
の
陸
軍
術
生
制
度
の
変
遷
を
、
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
の
立

部
伊
承
二
佐
、
山
Ⅲ
省
三
佐
ら
が
中
心
と
な
っ
て
細
纂
し
た
も
の
で
、
主

な
内
容
は
第
一
編
衛
生
機
関
の
廃
置

第
二
細
官
制
・
職
制
制
度

第
三
編
官
等
・
進
級
制
度

第
四
編
補
充
・
召
募
制
度

第
五
編
教
育
制
度

の
、
五
編
よ
り
成
り
、
と
か
く
意
味
乾
燥
に
な
り
が
ち
な
制
度
の
変
革
を
、

明
治
以
来
の
そ
れ
と
併
記
し
た
り
、
ま
た
、
あ
る
制
度
の
成
立
過
程
な
ど
に

も
言
及
し
て
、
興
味
深
く
読
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
種
の
も
の
は
本
書
の
他
に
、
過
去
二
回
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は

大
正
二
年
、
森
林
太
郎
医
務
局
長
時
代
の
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
で
、
明
治

初
年
か
ら
同
四
十
四
年
十
二
月
ま
で
の
期
間
を
扱
い
、
本
文
一
四
八
七
頁
の

大
冊
で
、
実
質
的
に
陸
軍
衛
生
制
度
史
の
第
一
巻
と
言
え
よ
う
。
も
う
一
つ

は
昭
和
一
二
年
、
山
田
弘
倫
医
務
局
長
の
監
修
に
な
る
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』

第
二
巻
賓
明
治
四
十
五
年
一
月
か
ら
大
正
十
四
年
十
二
月
ま
で
を
対
象
と

し
、
本
文
一
、
六
二
五
頁
に
及
ぶ
労
作
で
あ
る
。
従
っ
て
本
書
は
「
昭
和

(186） 658


